
埼
本
九･6､-
】予
に
1<
れ
.ね
こ
')も
書Iuづ
か
し
1-
心仏
つ
小ト
.-
<
1
児
公
に

さ
れ

i1
機
能
の
者
は
-

Jヾ
の

-
の
み
噂
祁
改
訂
ぜ
し
-
の
で
む
つ
t.J
..
液
.粥LJ

に
至
る
御
堂
の
結
果
わ
投
合
し
て
み
ろ
故
ー
新
物
の
地
質
及
頓
産
む
知

る
に
は
之
に
依
る
外
は
な
い
.
貌
明
番
は
額
版

-ヾ,同
じ
-
発

!
茄
地
形

第
二
蔚
地
質
~
発
三
第
焼
慮
.
第
四
滴
艦
用
地
質
に
分
ち
て
細
逃
さ
れ

特
に
紙
座
に
就
い
て
記
述
す
る
所
が
多

い
｡
猶
説
明
番
申

_二は
多
-
の

n
ロ
ー
タ
イ
プ
版
が
挿
入
し
て
あ
っ
て
ー
新
高
山
の
寓
嵐

も二
つ
あ
る

地
形
TJ
地
質
は
市
川
雄

1
理
蝉
士
tこ
よ
り
､
現
塵
取
用
地
質
は
高
欄
春

雷
技
師
に
よ
っ
て
編
碁
さ
れ
ii
の
で
あ
る
0
(N
)

〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
〓
=
〓〓
〓
〓
l

確

報

rIIIIIlllJ][][JIlrZJrHr[Il111lLrulIt[]TJrHHI

O
紀
伊
日
高
部
白
崎
相
の
紡
錘
轟
石
衣
岩

旦

曲
郡
由

良
か
ら
北
西
に
亘
つ
i1年
島

部
は
息
ノ
鵜
石
灰
岩

松
挟
ん
だ
鳥
ノ
基
銃

が
鹿
-
現
ほ
れ
て
居
ろ
.
私
共
は
此
の
地
方
が
絶
て
息
ノ
英
紙
だ
ミ
思

っ
て
倍
ii
I
今
夏
京
都
静
圃
大
挙
地
質
撃
教
室
の
館
林
発

育
君
が
地
の

地
力
か
渉

い
て
抹
集
し
て
来
た
榎
本
の
-
ち
に
p
自
噂
柑
鉱
山
tJ
白
幡

T}
の
石
灰
岩
が
あ
っ
て
共
.1
F
u
s
u
iin
a
3ap
o
n
ica
か
含
み
黒
山
の
も

の
に
は

N
e
o
sc
h
w
品
e
r山n
a

cra
tic
u
life
r
a

-
あ
り
其
の
他
省
孔
鹿

や
新
鹿
が
這
入

っ
て

居
る
｡
=
の
二
倍
朗

の
石
灰
岩
は
共
に
大
き
な
遅

出
転
筋
し
て
居
る
も
の
で
殊
に
白
幡
の
も
の
作
東
四
五
雷
光
以
上
に
連

す
る
O
=
の
北
方
の
衣
奈
相
の
石
灰
岩
に
は
那
御
国
帽
硯
明
杏
に
よ
る

ミ

Au
cro
b
a
c;a
が
み
ろ
三
石
ひ
鳥

ノ
遇
統
寸)
さ
れし
て
屑
ii
が
.
最
近

雑

報

妨
頗
佃
叫(り
もり
る
:

tJIも朔
つ

小ho

石
沢
岩
〓
-外
り
地
層
は
角

栄
-
耳
栄
-
砂
岩
で
あ
っ
て
中
生
､
音
吐

在
外
親
上
国
別

す
る
‥
1
,が
困
難
で
あ
る
｡
恐
-
角
岩
LLは
放
散
虫
が

み
ろ
こ

)ヾで
わ
ら
ろ
か
ら
仙
石
の
上
か
ら
は
放
散
虫
私
六
よ
り
に
し
て

音
吐
ー
申
蛇
術
界
な
別
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Tj
思
は
れ
る
.
兎
も
角

鳥
ノ
凝
統
中
に
こ
塵
紙
が
挟
ま
れ
て
ゐ
ろ
‥
TJ
は
著
し
い
=
TJ
で
'
最

近
長
尾
戊
は
布
田
耶
柵
原
北
方
の
紡
綿
虫
石
灰
岩
に
つ
い
て
磯
で
あ
る

か
ー
鼠
の
露
出
で
あ
る
か
な
決
定
さ
れ
か
れ
て
な
ら
れ
る
や
-
で
あ
る

が
t
へ地
質
単
軸
薙
九
月
班
)楢
原
北
方
の
も
の
は
･J
TJ
石
沢
石
な
挟
珊

L
iI
跡
で
機
で
は
九･i-
数
間
の
露
出
が
譜
か
ら
東
に

7
寸
萱

つ
i1
桃
加

の
奥

_ニあ
っ
i1
｡
つ
ま
り
=
ん
七
古
生
代
厨
の
バ
ッ
チ
が
四
南
日
本
外

帯
の

申舷
暦
中
_二
は
儒
上
か
何
か
の
梯
澄
上
の
坦
勤
で
狭
-
輸
入
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
0
大
r･Y,-
云

へ
ぼ
四
南
日
本
外
苛
の
地
静
排
列
の
有
機

は

】
般
_=
考

へ
ら
れ
て
居
ろ
様
に
は
規
則
正
し
-
は
な
-
且
つ
整
然
i･l

ろ
も
の
で
も
な
い
｡
(中
村
)

0

軸

鮮

の
大

理
石

朝
鮮
に
魔
す
る
大
観
石
は
色
聖

穏
翌

ハ

に
盤
笛
で
あ
る
｡
魂
に
成
北
城
搾
附
.近
段
の
細
濯
大
盤
石
は
内
地
に
似

寄
り
の
も
の
な
-
.
褐
色
で
あ
っ
て
､
人
に
好
ま
れ
首
-
よ
り
知
ら
れ

多
-
用
ひ
ら
れ
iI
｡
其
の
他
自
澱
鼠
の
荘
大
理
石
も
悔
労
で
所
々
光
線

な
反
射
し
て
巣
し
い
色
を
表
は
す
｡
叉
平
岡
順
川
郡
か
:
産
出
す
る
も

り
は
生
見
色
大
塊
石
tJ
耶
L
.
淡
赤
色
で

石
質
密
に
て
血

脈
･hT･4
-
億
労

で
み
ろ
0
新
築
の
組
潜
船
脚
倉
で
ー
内
甑
に
使
m
す
べ
を
朝
鮮
塵

大
鑑

石
材
は
友
紀
の
九
種
私
用
ひ
t
Q
曲
の
外
に
安
奉
楯
下
馬
塘
塵
の
大
盤

石
三
構
怨
も
併
用
し
㌣
｡

11t会

七
五



地

球

i
.
加
圧
大
理
石

こ
..
鼠
蝦
大
理
石

三
~
鴫
紙
包
大
弛
石

田
､
小
豆
色
大
理
石

五
､
鉄
壁
+
Jt牡
石

六
ー
艶
色
大
理
石

也
.
白
色
大
磯
石

八
.
縞
鼠
大
塊
石
､

九
､
蛇
紋
大
槻
石

戚
北
端
城
那
鮎
城
両
肘
帆
風
魚
山
洞

成
筒
1竹,Ji
甲
耶
･肘
内
田

成
招
新
興

郡
下
元
川
田
笛

興
盈

平
安
順
川
那
怒
山
固
骨
髄

里

奈
鴇
金
川
郡
首
東
固
紅
亭
異

峡
部
)

同

上

紫
鴇
平
山
耶
四
唖
筋
痛
六
豊
艶

京
戟
開
城
郡
上
退
耐
楓
川
里

京
斡
楊
中
郡
雪
括
耐
戯
招
盟

第
六
番

此
韓
は
石
質
憐
牙
で
且
つ
述
地
位
利
光
場
所
_ニ
あ
り
'
度
日i
糞
も
相
常

夢
虫
光
も
の
で
あ
る
0
滴
上
靴
の
も
の
の
外
大
理
石
の
康
地
衣
の
如
し

成

北

城
挿
郡
朗
城
南
泣
刑
鹿
島
洞
ー
細
洞

戚

南

端
州
那
帝
斗
日
嗣
堕
巨
温

熱
上
里

同

新
興
郡
下
元
川
野
興
産
盟

平

岡

江
東
耶
馬
山
田
下
端
監

栄

城

紫
州
郡

同

播
州
郡

間

金
川
郡
甘
東
田
啓
邑
盈
帝
樺
山

京

散

富
川
那
蘇
凍
野
金
谷
里

同

長
端
郡
長
泣
所
紅
梅
盈

同

機
州
郡
伊
淡
耐
安
興
里

同

横
平
郡
機
平
田

0
金

の
生

産
統

計

】
九
二
五
年
ま
で
の
金
の
鷹
街
は
左
の
如

し

ふハ
ン
ド

心
ヲ
y
ス
バ
I
〃

<
Id
lr
O
QQ
｡
G
Q
O

l八
八si年
以
降

第
五
焼

芳

田

ロ

ー

デ

シ

ア

囲

阿

雅

利

加

珠

洲

加

奈

陀

英

頒

印

度

英
苫
利
帝
闘
食
計

北

ア

メ

p

カ

ロ

シ

ア

メ

キ

シ

n

其

他

紙

計

七
六

rt(､O
C)0
･OO
O

天
t
o
o号
O
O
CI

q
O註
tr)0
0

品
nJE)

1宝
I
oOG
｡
0
0

〇

六
r
O
O
O
･0
0
0

1.i
.LJ九
~
3
ロ
｡ロ
呂

(畠
.OOO
･
rJ0
0

只
rI7-
00甘
口弓

九
r
O
O
O
gO
呂

心
00
､0
00
･0
g

三
-畠
.ELt
OOC)W
OO

7八
未
年
〃

式
台
年
〝

]金
7年
〃

1八
台
年
〃

】八八
〇
年
〃

完
翌
年
〃

〓
ハ00
年
〃

一(丑
年
〃

ニ
ハ呂
年
以
降

右
の
表
に
て
見
れ
ば
.
合
衆
国
は
今

日
ま
で

に八
七
満
額
の
金
塊
な
世

界
に
供
給
し
.
･i
ラ
ン

ス
/''1
1
か
ほ
こ
丁

四%
か
野
蛮
し
.
英
帝
国
は

約
年
額
か
生
産
せ
り
'

一
九
二
五
年
度
の
産
金
比
率

下
ヲ
)_
ス
バ
ー
ル

苦
-1]7%

西

ア

フ

F
･
カ

コ
ハ%

印

度

二
'
1%

北

｡

釆

三
ー五
%

ロ

･b

ア

汽
六
%

ロ

ー

デ

シ

其 メ カ 凍

キ
ナ

シ

他 コ タ■洲 ア

三､
0
%

;[1'六
%

ル
ー
7%

叩.41.%
.

八
｣
%

宜
し
大
職
以
前

は
金
座
怨
に
年
私

迫
て
樹
如
し

!
八
五
四
年
よ
り

7
八

九

一
年
迄
の
間
に
年
々
二
千
航
磯
舟
苔
二
二
千
i=1
藤
松
鷹
山
ぜ
L
が
P

7

丸

山
五
年
に
は
九
七
.

1

7
四
.
〇
〇
〇
療
寸}
い
ふ
最
高
細
紙
に
上
れ
り

]
九

7
五
坤
以
総
歳
出
著
し
-
減
退
か
し
め
し

叫
九
二
二
年
に
は
六
六



~七
二
17710

0
0
ポ

ン
ド
･}J小鴨
-
て
払
叫･ij/り
軸
叫
伽5..付
if〓
ぐ
る
に
TlifI‥
し

も
ー
共
後

や
1
恢
織

り
.過
に
上
-
つ
.̂
屯
=
,0

0
渦

海

州
の

水

田

絹
比
利
束

で
7
八
式

○
年
頃
に
興
凱
湖
岸

に
て
淡
が
作
-
ら
れ
i1
tJ
い
ふ
請
は
あ
る
が
明
で

九･<
い
.

!
九

7
七
年

に
な
っ
て
鮮
人
が
単
利
ニ
Tt
p
ス
ク
附
近
で
水
村
染
む
は
じ
め
て
大
に

利
森
ね
絡
i1
.

1
九

f
九
年
に
は
三
富
町
井
か
ら
の
我
作
か
見
た
ー
他

の
農
作
物
よ
り
J
収
益
が
多

い
の
で
1

1
九
二

1
年
に
は
七
千

町
歩
に

留
数
将
L
il
O
同
時
に
米
債
の
騰
貴
に
刺
致
さ
れ
て
l
九
二
二
年
に
は
一

哉
二
千
町
辞
に
蓮
L
i1
.
其
後
水
田
面
積
は
著
し
-
減
少
し
本
年
は
七

千
八
有
力
至
八
千
デ
,b
ヤ

チ
y
で
あ
る
ー

〓

デ
シ
ヤ
チ
y
jji
我

l
町

7
反
四
畝
)
･
あ

原
田

は
日
本

軍
の
撤
退
に
ょ
ろ
米

機
の
暴

落
で
､
武

力
干
渉
常
時
は

7
粘
度

(約
四
琴

二
百
二
ハ
十
日
)
が
三
留
五
十
晋
L
iL

の
に
.

1
留
十
番
にこ
下
落
し
お
り
に
よ
る
､
そ
れ
1J
同
時
に
同
じ
耕
地

な
七
八
年
間
断
な
-
使
用
す
る
ミ
鵜
等
が
出
水
て
収
超
カ
が
減
少
す
る

故
に
今
度
は
皐
田
に
し

て水
琴
か
枯
ら
さ
れ
ぼ
な
ら
ぬ
か
ら
で
も
み
ろ

沿
鞍
州
の
iii賓
魔
物
で
あ
る
石
炭
ー
水
村
及
孤
策
の
三
つ
み
見
ろ
ぜ
二

九
二
五
年
に
石
儀
に
三
t
I
八

二
七

一
〇
留
.
木
材
は
瓦
.
三
〇
八
'0

0
0
留
P
免
轍
は
五
､四
七
八
.
八
〇
〇
留
で
あ
っ
i1
の
に
玄
米

は
こ
.

三
凶
O
.
〇
〇
〇
留
で
あ
っ
i1
か

ら
石
炭
竺

ハ
八
%
木
材
の
四
四
%
鴻

産
物

の
四

三
%
に
該
常
で
ろ
兜
の
産
街
が
め
つ
i1
F
'
W
に
な
る
｡

F
九
二
五
年
の
同
地
方
の
小
夢
は
三
筋
二
面

町
非
か
糾
し
て
二
宮
九

十
五
筏
留
か
鷹
山
L
i1
の
に
塊
は
七
千
入
官
町
渉
で
あ
り
iLj
か
ら
二
宵

三
十
四
筒
留
私
産
L
i1
か
ら
､
水
田
生
産
刀
は
小
歩
竺

二
倍
飴
で
あ
る

:
の
勢
で
見
ろ
1,
ー
糖
鴇
州
の
巌
米
で
托
水
田
は
光
も
有
望
で
あ
る

m

EE

寸,
せ
れ
ば
･hf<
ら
わ
ー
肺
跡
小的
仙神
州川
で
水
田
可
能
地
の
野
積
み
等
H柁
博
士

は
二
､
三
宮
鞘
町
渉
P,}
い
つ
七
が
1
貿
隙
は
多
大
に
見
破
っ
て
四
十
貰

町
井
L
か
rhTJ
い
ら
し
い
o

碓
氷
の
柚
物
成
長
期
の
池
度
が
三
千
度
以
上
な
い
T,
米
が
出
焚
な
い

tJ
.,
つ
i
Lが
.
最
近
二
四
七
三
度
_こ
過
ぎ
な
い
ー
北
描
法
で
も
光
作
に

成
功
し
た
の
で
あ
る
か
ら
ー
泊
碑
州
で
二
千
四
育
成
力
吏
二
七

二
ハ
度

の
嵐
燐
の
虚
で
は
勿
論
光
が
TJ
れ
名
寄
で
あ
る
.
昨
年
神
戸
で
光

一
控

十
九
樹
にこ
て
取
引
ruれ
i;

‥
れ
は

1
粘
度
四
留
九
帝
で
あ
る
し
か
し

沿
海
地
方
か
ら
納
戸

へ
杓
っ
て
行
て

7
袖
壁

二
留
六
十
部
叱
れ
ば
定
盤

が
+,れ
る
ー
換
言
す
れ
ば
拾
梅
地
方
か
ら
日
本

へ
輸
入
す
る
可
能
カ
は

十
分
み
る
の
で
み
ろ
O
凶
十
布
川1
渉
ま
で
水
田
に
L
iL
･F,
こ
ろ
で
~
其

桁
坂
和
見
出
す
に
は
苦
し
五
m
で
あ
ら
-
7,は
彼
地
り
専
門
家
の
意
見

で
あ
る
蓋
し
水
田
地
は

ハ
ヾ
ロ
ブ
ス
ク
か
ら
南
紺
地
ま
で
ウ
ス
り
-
河

の
沿
岸
で
み
ろ
.
ハ
甘
口

フ

ス

グ
附
近
で
は
既
に
数
年
カ
ザ
ケ
ウ
イ
チ

エ
が
オ
で
水
田
が
成
功
し
て
ゐ
る
の
で
め
る
-
巽
北
も
良
田
は

ニ
rt
p

ス
ク
､
サ
ス
p
-
ス
卑
-
地
方
に
み
ろ
tJ
J>
ふ
こ
己
で
あ
る
O

0

,AVC
咽

ず
戯

遇

の
改
善

J!･tJ
曝
露
帆
の
銭
潰
快
復
し
た
る

にこ
より並
欧
間
の
急
行
列
車
団
滑
だ
な
り
､
シ
ペ
>
ア
拙
速
に
よ
る
も

の
日
々
に
将
加
す
.
日
本
内
地
よ
り
四
欧
主
賓
都
市
ま
で
､
所
賓
日
数

十
五
.
六
日
前
後
､
欧
洲
航
路
に
よ
る
に
比
L
H
数
に
放
て
約
三
分
の

二
､
g
=7
用
に
放
て
約
二
分
の

7
な
節
成
し
-
る
_こ
薫
れ
-
0

慣

名

曜
日

日

数
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着

備

考
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京
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欝

四
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後
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揖
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時
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第
十
六
日
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月

弟
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日

又
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パ

5>
月

第
十
七
日

午

前

七
ェ

瓦
分

午

後

八
｡
花
〇
分

牛
後

八
｡
三

〇

同

f
T

〇

二

午
前

7
一
エ
7五

年
後

1
1
ユ
ニ
○

午
前

六二
五

同

七
｡
四
〇

牛

胎

九

ェ

九

回

九
･
三
五

第
六
億

ハ

ル

ビ

ン

時

刻

釆

換

ハ
ル
ビ
y

時

刻

乗

換

.J

.i
Tt
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時

刻

釆

換

馴
願
時
刻

中
央
時
刻

牛
後

四
呈
10

中
央
時
刻

午
前

七
｡
三
〇

中
央
時
刻

各
地
概
準
時
､
日
本
頓
準
時
正
午
.
瓶
洲
標
準

時
午
前
十

1
時
.

ハ
ル
33
y
概
準
時
午
前
十

7
時
廿
六
分
~
屯
T三

･>
標
準
時
午
前

五

時

(
即

東
経
三
十
度
の
時
刻
)
中
央
標
準
時
午
前
四
時

(
即
欧
洲

中
央
時
刻
に
し
て
､
東
経
†
五
度
の
時
也
Jl

客
車
･･･同
比
別
姓
に
は
瞬
床
寮

1}
職
床
車
即
我
国
の
二
等
三

二
等
の
別

が
ち
ろ
が
.
頓
床
で
は
長
途
の
旋
行
が
H
淡
泊
､
忠
行
に
は
督

ワ
ゴ
ン

リ
ー
の
寝
室
が

づ
-
､

1
等
が
二
人
寅
､
二
等
が
祖
入
室
で
あ
る
~
乗

車
券
は
汐
ヤ
パ
y
ク
ー
p
ス
下
.),
ユ
ー
ロ
ー
で
LiI
鴻
聯
絡
切
符
和
男
ふ

が
よ
'/

リ
ゲ

イ
エ
タ
ト
入
国
力
至
誠
過
_二
は
､
ブ
ダ
イ
エ
･L
rL
領
事

の
資
詮
L

ii旗
行

券
が
い
る
=
亡
は
勿
給
で
あ
る

｡
飛
車

質
は
定
の
如

IL
〇

一

等

二

歩

三

等

東
京
伯
林
間

田
尻
ルー
九
舛
畑

望
諾Ltコ
コ

]六
JL〇
二

(蟹
IE
l
♪

か
ピ
ソ

､
屯
ス

TII
p
-

が
仙捉
山

)

第
五
班

天
山ハ

七
八

東
京
巴
党
閥

慧
九
､
0
心

苦
二
､
八
六

三
九
ー
0
17

衆
論
倫
敦
閉

山ハ九
こ
､
蓋

聖
].
0
7

孟
7-演

税
関
検
査
が
不
快
で
み
ろ
t
I
,
I,,
に
露
国

へ
の
入
掬
の
窃
食
_こ
厄
介
が

多

'/

敬
.1ニ
清
洲
盈
堺
で
は
日
本
人
の
親
閲
代
排
発
着
が
ゐ
為
か
ら
ー

手
荷
物

一
個
に
つ
を
五
十
銃
の
手
数
料
で
利
用
す
る
り
が
よ
ろ
し

い
.

〇

週

羅

の
渦

潮

事

業

T
九

二

軍

(迄
暦
二
四
五
五
年
)
に
畢

峯で
光
が
大
不
作
で
あ
っ
た
ゝ
め
に
迄
羅
圃
政
府
は
印
度
政
府
よ
り
rL

I
マ
ス
ワ
ー
ド
な
招
略
し
て
､
メ
ナ
ム
河
私
中
心
TJ
し
て
中
央
平
嬉

]

静
の
概
概
ね
調
資
設
計
ぜ
し
ゆ
i1
.
苦
し
い
財
政
の
中
か
ら

7
九

一
五

年
_こ
着
手
し
て
.

1
九
二
四
年
に
は
プ
ラ
サ
ッ
ク
南
湛
河
な
竣
成
L
i1

延
長
九
十
七
基
光
プ
ラ
サ
ッ
ク
州
か
基
部
～J
し
て
堰
堤
な
つ
-
リ
､
It:

れ
か
ら
宵
六
十
キ
ロ
の
小

水
路
か
瓶
じ
て
十
潟

〈
ク
タ
I
の
地
に
供
水

す
る
串
.1
な
つ
i1
~
=
れ
ミ
同
時
に
プ
ラ
サ
ッ
ク
川
の
舶
温
存
J
可
能

光
ら
し
め
t
､
メ
ナ
ム
中
央
平
原
で
は
年
雨
数

千
粗
力
違
千
五
官
粍
で

あ
る
､
し
か
し
光
作
は

】
千
八
官
粍
以
上
の
雨
丑
が

い
ろ
~
=
の
不
足

か
ご
あ

機
軸
で
補

っ
て
ゆ
-
の
で
､
碓
氷
の
ご
TJ
与
原
始
的
の
稚
拙
か

愈

科
準
的
に
代
る
‥
己
に
な
つ
t
､
滑
水
‥
の
荘
河
の
計
別
か
進
め
て

岬
-
TJ
､
退
確
り
氷
作
は
別
田
す
べ
rO
も
の
に
叱
る
tJ
思
ほ
れ
ろ
｡

0

石

油

の

試

掘

に

於

抄

る

微

生

物

の
暦

序

単

上

の
債

値妃
年
地
膚
の
同
定
が
.
石
油
の
試
掘
に
於
て
著
し
-
頚
軍
の
度
ね
高

め
ii
が
武
蝕
の
Tl
ア
ミ
し
て
出
て
氷
る
岩
石
6)媒
粧
だ
け
で
は
~
確
架

に
地
層
か
同
定
し
難

い
‥
･,1
か
多

い
の
で
ー
非
中
に
包

蔵
せ
る
微
生
物

の
研
究
が
愈
々
煎
潜
航
ぜ
ら
る
る
様
に
感

づ
iI
､

rl
ア

の
中
で
軟
憶
勤



物
ハ風
軸糊
､等
の
過
勤
は
~
多
-
は

破
れ仰
せ
-
れ
て
日収
形
か
留
め
わ
か
ト
ン

鬼
非
徴
物
の
研
究
が
蝿
僻
の
同
定

に
叔
-
切
賓
九
番
ミ
偽
る
ー
即
ち
射

乳

鹿
､
粥
鹿
~
放
散
鹿
-
オ
ス
ト
ラ
71
ダ
ー
確
報
蛾
.
海
綿
の
骨
片
な

.,/)
払
出
光
る
だ
け
締
智
に
鏡

槍
鹿
足
し
て
~
格
段
光
か
ラ
イ
ブ
ン
在
院

介
し
.
含
油
層
の
位
紀
の
推
奨
_こ
資
せ
れ
ば
な
ら
乃
~
有
孔

息
桑
園
の

題
純
的
.
組
織
的
研
究
は
.
社
中
米
国
に
放
て
長
足
の
進
少
な
藷
げ
i
l

が
ー
ゲ
オ
サ
ガ
ン
戊
(D
r

.T
･
W
.
V
a
u
g
h
a
n
)
の
如
き
は
､
有
孔
鹿

が
果
し
て
地
層
の
ホ

ヲ
イ
ブン
か
決
定

する
tこ
足
る
LT
･,,
の
暦
静
差
異

の
み
ろ
も
の
な
り
や
香
や
在
疑
て
居
ろ
､
彼
の
祝
に
ょ
れ
ば
､
有
礼
鹿

の
微
小
な
る
も
の
の
中
で
.
地
滑
り
か
ラ
イ
ブ
ン
か
決
め
る
に
有
意
菰

七
も
の
は
~
概
⊥
て
官
分
中
三
力
室

山
二
で
ー
最
大
二
五
に
過
ぎ
ざ
る

.へ
-
､
八
割
以
上
九
割
七
分
迄
は
層
位
決
定
の
慣
偲
私
有
せ
わ
で
あ
ら

ぅ

ノヾ
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
石
油
地
質
聾
者
や
せ
也
物
聾
者
中
に
も
､
亦
同

様
の
意
見
私
有
す
る
も
の
が
若
干
み
る
機
で
あ
る
'
此
懐
疑
は
､
有
礼

曲
が
時
間
的

-こも
窄
間
的
に
も
t
分
布
の
頗
る
駿

い
串
に
基

い
て
居
ろ

酔
鳥
類
に

就て
は
.
･n

･L
ケ

ル

･品
(
s
c
h
tlCh
ert)
は
-
同
定
上

の
倍
植
わ
認
め
て
居
ろ
~
郵
政

概
にはC
y
clo
s
to
m
ata
?,
c
h
eilo

s
to
m
a
t2
.1}
竺

n
w･R
み
る
申
-

前者
は
保
存
が
墓

で
禦

晶

別

が

六
ケ
徴
が
.
後
者
は
御
片
で
J
濁
特
性
ね
既
別
す
る
-
が
出
欠
･
准

て
北
走

陪
L
L
時
代
､
水
の
,%
さ
-
粗
度
ー
綜
底
の
憐
様
な
-
推
測
が

出
氷
る
.
激
闘
り
カ
ヌ
(C
a
n
u
)
､
バ
ス
ラ
ー
(B
a
ssler
)開
成
は
､
北

衆
の
音
節
三
組
弥
曲
板
七
四
二
形
在
院
別
L
i1

0

オ
ス
A
fフ
n
ド
へO
stro
c
o
d
s
)
は
､
失
陥
の
･1

光
か
デ
ノ
純
で
封
現

し
た
通
り
に
､
時
代
垂

が
者
ミ
し
て
僧
侶
あ
る
も
･誓
.し
､
ノ
キ
シ
コ
将

雑

報

油
岸
の
サ巾
軸
部
鯉
沖
か
ら
出
て
水
小･io

其
他
放
散
戯
~
珠
環
板
-
韓
細
の
骨
片
や

､
鵠
胴
の
刺
の
外
与
･,l
の

も
~
胎
か
-
岩
石
中
に
折
々
布
衣
す
る
串
の

み
ろ
絹
物
が
~
磐
石
の
封

照
研
究
上
に
新
光
明
私
附
典

す
る
串
が
あ
る
桟
に
.
地
膚
の
同
定
上
に

新
解
放
の
健
在
提
供
す
る
萌
の
あ
る
べ
き
は
常
然
で
あ
ら
れ
ば
な
ら
相

見
研
究
者
は
各
所
個
々
の
遠
出
か
ら
~
地
方
的
井
L'厨
位
的
の
聯
紺
か

研
究
術
明
す
べ
ro
で
あ
る
'
兎
に
角
北
柏
の
単
著
述
が
~
地
層
の
掛
比

上
､
微
生
物
の
研
究
に
留
意
L
､
着

々
其
非
武
･h.5'進
め
つ
ゝ
あ
る
の
は

大
に
撃
界
の
牲
意
か
促
す
に
足
り
.
純
粋
の
準
術
的
研
究
が

､
油
田
の

経
埼
間
艦
上
_こ
如
何
.<TJ
る
願
用
的
償
低
私
費
揮
す
べ
与
か
は
､
之
か
婚

衆
に
期
待
す
べ
き
で
あ
る
｡
(N
<1
tu
rC
N

o
.29
46
,
V
o
lL
t7
.
抄
搾

油
汲
生
)

O

te
ル

ー抄
骨
の
石
油
産
地

ペ

ル
シ

ャ
閥
の
四
部
カ
ル
ソ

Karun
川
の
中
流
シ
エ
ス
タ
I
Sc
huste
r
市

の

東
方
に
マ
イ
ダ
リ
ナ

プ

チ
乱
ン
油
田
が
あ
っ
て
(鞍
岸
よ
り
三
三
〇
粁
-
海
抜
こ
o
zC
米

‥東

南
に
延
長

す
る
背
斜
か
な
し
､
年
度
三
千
五

甘
茶
バ
-
レ
小
の
石
的
な

塵
出
す
ミ
い
ふ
｡
油
田
は

一
九
〇
八
年
頃
か
ら
故
意
さ
れ
て
ゐ
た
が
'

最
近
に
著
し
-
捺
頗
し
て
衆
i1
も
の
で
あ
る
.
吹
.1

山
九
二
三
年
以
衆

の
ペ
ル
シ
ャ
産
油
額
･,
粒
界
塵
油
紙
W
私
抱
け
る
O

へ虫
の
単
他
は
甘

商
バ
ー

レ

か
)

国

名

光メ

.守

ロ

シ

一
九
二
三
年

心
‥三

品
0

完

一
九
二
凹
中

空
四

二輿
望

7
九

二
五
年

七
宝二

望宝

発
心

七
九
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P
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J

a
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･
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,
H
e
ft
4
L

o
恥

骨

噸

ン
フ

ル
タ

の
儲
鍍

尭

今

他
界
の
連
繋
塵
間
中
に

於
け
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
佃
紀
和
見
る
に

国

名

☆
策
現
端
数

銑
銑
生
産
力

鋼

生

産

力

光

岡

莞
九

究
'0
00
､0
00
噸

栗
'0
00
~0
00

掘

返

三
二

T五
､
000-S
O

芯
.DO
C
IO
rJO

英

国

宍
四

三
.O
O0.
000

三
.OQ
0
.
0
0
0

俳

圃

二
㍍

二
､
Oq
QP
O
O
O

九
､
豊
ロ.Oqe

自

耳

哉

莞

ヨ
ー吾
0
､000

五
'霊
0
-0
0
0

ル
グ
セ
ム
プ
ル
ク

男

二
､
八
O
O
.3
0

]1'ニ:iD.OQ
O

即
ち
某
紙
生
産
力
は
第
六
億
.1
あ
る
も
箕
際
贋
白
耳
義

か
凌
光
し
て
第

五
位
か
占
ひ
る
=
寸}
あ
り
.
圃
士
の
原
液
､
人
口
の
多
少

の
見
地
よ
り

首

へ
ば
諦
国
中
罪

7
億
に
あ
り
+}
い
ふ
べ
し
､
か
-
相
封
的
ーこ
現
著
叱

る
鞘
連
ね
允
ぜ
t<･は
.
第
十
九
他
紙
申
柴
_こ
､
鯛
の
岡
城
に
鞠
ひ
て
約

三
千
六
甘

ヘ

ク
タ
ー
ル
に
亘
り
て
延
成
し
~
ロ
レ
イ
ソ
大
蛇
脈
の
延
長

ぜ
ろ
‥
ミ
私
費
見
L
ii
あ
に
ょ
ろ
O

:
の
圃
･1
て
は
蚊
蛸
帆
は
鯨
出
し
.
茶
托
掲
げ
或
は
野
天
･1
於

て
し
.筒

黄
玉
戟

莞

八

八
〇

は
丘
膿
の
坑
億
に
於
て
す
､
其
含

収
率
は
蛍
富
な
ら
ず
P
住
に
三
判
分

筆

二
割
五
分
に
す
ぎ
ざ
る
費
繊
叱

り
､
V(,れ
tF

,

)も
燐
か
含
む
‥
ミ
億
に

二
分
に
過
ぎ
ざ
ろ
の
利

あ
り
I
P
レ
イ
y
の
威
脈
は
遇
に
多
-
地
下

に

あ
り
其
質
1
亦
優
良
な
り
故
に
=

の
閑
の
鋭
染
着
は
其
嘩
臨
む
ロ
レ

イ

ン
に
て
異
称
ぜ
-
､
Tl
-
ク
ス
の
供
給
は
自
耳
鵜
凍
掲
泡
の
炭
坑

に
野

す

る
投
貸
に
よ
り
て
確
保
ぜ
ら
あ
､
同
発
着
は
可
成
設
備
か
完
全
に
し

て
銑
鉄
製
産
に
止
ま
ら
ず
成
る
べ
-
先
軸
晶
か
つ
-
る
‥
')
に
努
力
し

ヲ
テ
ン
ア
J
-
カ
に
輸
糾
せ
ら
ろ
O

O

秘

露

髄

り

苛

と

其
港

勃

牙

ヤ

ペ
ル
ー
固
着
都
農
馬
は
時

に
王
都
}}印
せ
ら
ろ
ー
王
都
己
は
征
服
者
33
ザ

ロ
I
の
命
名
ぜ
る
析
な

=
/

里
馬
の
開
基
は
十
六
世
紀
初
兼
土
人
王
侯
イ
ソ
カ
ス
の
田
城
牙
服

腰
後
に
め
り
､
同
市
は
南
米
に
て
最
古
-
叉
最
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